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はじめに 
 

近年、国土交通省を中心とした建設業界においては、業務の電子化（建設ＣＡＬＳ）への取り組み

がなされており、情報化の推進が公共事業における品質の確保・向上、建設コストの削減、事業執行

の迅速化ための有力な手段とされている。 

中日本高速道路株式会社（以下、「NEXCO」という）においても、業務の効率化を図るべく電子化

による業務遂行の改善が急務とされており、この電子化においては、グループウエアの導入や各種デ

ータベースの構築等が検討され、これらを利活用した情報交換・共有による業務遂行形態への移行が

目指されている。こうした電子化の推進にあたっては、全ての情報・データを標準化した電子データ

として共有化される必要があり、特に業務の中心をなす図面等の電子化は不可欠なものと考えられる。

このため、NEXCO としては平成９年よりＣＡＤ標準の検討を行っており、これらの標準に基づいて

作成された図面等が、調査、計画、設計、施工、完成図作成、維持管理の各段階で一貫して活用され

ることが望まれる。 

一方、道路設計におけるＣＡＤの利用及びコンピュータ・グラフィックス（以下、ＣＧという。）

の作成において、従来は、紙地形図のデータを手作業で入力しており、この地形データの作成はコス

トにも少なからず影響するところであった。測量業務で作成される３次元地形データ（以下、「デジ

タル地形データ」という。）はこれら作業の基礎となるデータを上流段階から作成することにより、

その後のデータ化に伴う作業を排除することを目指している。今後、測量業務で作成された地形デー

タ、さらには３次元ＣＡＤを利用することにより、作業がより安価で手軽なものとなり、付加価値の

高い道路設計が行えるものと考える。 

「調査等業務の電子納品要領 デジタル地形データ作成編」（以下、「本要領」という。）は、これら

ＣＡＤやＣＧの効率的な作業を行なうために不可欠な、地形図の標準化した電子データの作成及び円

滑なデータ交換の実施を目的としたものでデータの保存方法、次元についての考え方、レイヤ分類の

考え方、線色等の取り決めを行なっている。特に次元の考え方については、縦横断図を作成するため

の地形抽出に主眼を置き、等高線、基準点等及び道路・河川・法面を３次元データ取得することとし

ている。また、データ保存方法、レイヤ分類等の取り決めにより、将来さまざまな地形図が発生した

場合にもデータの統合的な運用が可能になると考えられる。 
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1 総則 
1-1 概要 

調査等業務の電子納品要領 デジタル地形データ作成編は、「測量作業規程（NEXCO）」に従って

作業する地形図の作成において、地形データ（地図）を土木設計 CAD で利用することを目的とし

て、NEXCO の CAD 図面に適用するデジタル地形データを取得するための標準を定めるものであ

る。 

測量成果の電子納品については、「調査等業務の電子納品要領 測量編」に従い、地形データ（地

図）は拡張 DM 等の形式で作成することを基本とするが、受発注者間協議により、CAD データを

納品する場合は本要領に従い、電子データを作成するものとする。 

また、測量作業により電子納品された拡張 DM 形式による測量成果を設計段階において、CAD

データに変換し利用する場合も本要領に準拠するものとする。 

本要領は「測量作業規程」、「調査等業務の電子納品要領 測量編」を補足するものであり、ここ

に記載のない事項については「測量作業規程」、「測量作業要領（NEXCO）」、「拡張ディジタルマッ

ピング実装規約(案)(国土地理院技術資料)」、「調査等業務の電子納品要領 測量編」、「CAD による

図面作成要領 土木編」に従うものとする。 

 

1-2 適用 
本要領は、「測量作業規程（NEXCO）」第４編「数値地形測量」及び第 5 編「応用測量」の作業

範囲内で適用する。 
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1-3 デジタル地形データを作成する際の考え方 
デジタル地形データを作成する際には、後続工程のデータ利活用の有効性を判断し、適切なデー

タ仕様を選択する必要がある。 
航測図（１／１０００地形図）におけるデジタル地形データの仕様は、航測図化段階からデータ

化する場合は、２次元及び３次元の CAD データとし、事業プロセスの途中段階からデータ化する

場合は、ラスターデータを原則とする。 
なお、細部測量、路線測量におけるデータ仕様は、プロセスの段階に関わらず、各々CAD デー

タ、テキストデータとする。 
 

 
図 1-1 当初またはプロセス途中で地形データを作成する場合の考え方 

 

航測図化

概略設計

路線測量

協議用図面作成

細部測量

詳細設計

【事業プロセス】 【デジタル地形データの作成方法（分類）】

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

既成図数値化

平面図修正後
既成図数値化

中心線、
縦横断測量

数値地形図修正
（平面図修正）

数値地形図修正

【デジタル地形データの仕様】

既成図数値化
（1/1000地形図）

ＴＳ地形測量

３次元ＣＡＤデータ
＋

２次元ＣＡＤデータ

ラスターデータ

中心線、
縦横断測量

ＴＳ地形測量

テキストデータ
（中心線、縦横断地形）

航測図化の地形データを修正

ラスターデータ

３次元ＣＡＤデータ
＋

２次元ＣＡＤデータ

数値地形図の部分編集
又は細部測量データの
レイヤの追加・編集

ラスターデータ
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地形データを電子化することは、航測図化の段階からの実施においては大きな効果があるが、事

業プロセスの途中段階から既成図数値化（マップデジタイズ）によって３次元のデジタル地形デー

タを作成する場合には必ずしも費用対効果が得られないことがある。したがって、事業プロセスの

途中段階から測量データを電子化する場合には、設計での利用形態に応じて測量データの形態（図

形次元，電子データ形式）、作成方法を図 1-1に示すように定めた。 

なお、図 1-1はあくまで原則であり、設計あるいはその他で利用できる場合には必要に応じて対

処するものとする。 

 

1-4 ファイル形式 
  成果品として提出されるファイルの形式は下記のとおりとする。 

  ①CAD データ 

CAD データのファイル形式は、原則として SXF（P21）または DWG（AutoCAD）とする

が、受発注者間で協議の上ファイル形式を決定することもできる。 
  ②ラスターデータ 

ラスターデータの形式は以下の形式とする。 
TIFF(Compress) 

  ③路線測量 
路線測量の成果として提出する電子ファイルの形式は、テキスト形式とする。 

 
デジタル地形データを作成･修正する作業は、「測量作業規程」に従うため、「公共測量」である

ことは言うまでもない。したがって、デジタル地形データも「公共測量作業規程」に示す成果等に

含めて、測量法第 40 条に基づいて国土地理院の長へ提出するものとする。 

 

1-5 ファイルの名称 
 デジタル地形データのファイル名は、「調査等業務の電子納品要領 測量編」に従う。 
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2 デジタル地形データの共通事項 
2-1 地形データの次元の考え方 

地形図を CAD に取り込んで設計で利用するには、従来 2 次元で扱っていたデータを 3 次元化す

る必要がある。しかし、全ての地図情報を 3 次元にする必要はない。 

設計で使用する場合、道路中心線（左右の車線中心が指定される場合もあるが）に沿った縦断形

状と道路の各測点（線形変化部分の測点も含まれる）の横断形状の抽出が可能であることが重要で

ある。また、縦断形状、横断形状を抽出する際、田畑、交差道路、護岸等の起伏状況が確実に表現

されることが望ましい。 

以上から、デジタル地形データ作成において、以下のとおり、3 次元データとして取得するもの

と 2 次元データとして保持してもよいものを分類する。 

 

2-1-1 3 次元データ 

地形、地表面の形状を表わす図形エンティティについては 3 次元のベクターデータで取得する

ものとする。大縮尺地形図図式を例に、具体的には下記のものとする。 
・交通施設  ：道路（トンネル内、建設中の道路を除く。） 
              道路施設の内、道路橋、桟道橋 
              鉄道（索道、建設中の鉄道、トンネルを除く。） 
              鉄道施設の内、鉄道橋 
・水部等    ：水部（かれ川、地下部を除く。） 
              水部に関する構造物の内、護岸 被覆 
・土地利用等：法面 
・地形等    ：等高線、基準点 

 
３次元データの対象としたのは、設計において地盤形状の抽出に不可欠な法面、等高線、基準

点及びＣＧ作成において表現上必要と考えられる道路、鉄道、河川等を対象としている。 

地盤形状の抽出では、等高線で概ねの形状表現は可能であるが、等高線の間に急激な変化があ

った場合、その部分の形状は抽出できない。よって、等高線の他に法面、基準点を追加しデータ

を補足することとしている。 

またＣＧ作成においては、地盤形状の他、地物表現が重要となる。よって、本要領ではその際

の表現対象を想定し、道路、鉄道、河川を選定することとした。 

詳細については、2-8レイヤ一覧を参照のこと。 

 

（1） 等高線 
等高線は３次元の折れ線で作成し、標高値を持たせなければならない。 

３次元の折れ線データとは標高値を含んでいるＸ，Ｙ，Ｚ空間に存在する連続線のことである。 



 5

（2） 基準点 
基準点は三角点、水準点、多角点等、公共基準点、その他の基準点、標石を有しない標高点、

図化機測定による標高点に分類され、デジタル地形データでは記号に標高値を持たせる。 

 

（3） 法面 
法面は人工斜面、土堤、コンクリート・ブロック・石積被覆、法面保護に分類され、デジタ

ル地形データでは法面の上端及び下端を 3 次元の折れ線で作成し、標高値を持たせる。 

 
従来の地図判読では、田畑や宅地などは標高点と植生界で形状判読が可能であり、デジタル

地形データにおいてもこれらの要素を担保する必要がある。よって、田や宅地のレベル地にお

いて段差のある場合には段差幅が小さくとも法面として取得しなければならない。 

 

（4） 道路、鉄道、水部 
道路、鉄道、水部は連続した 3 次元の折れ線で作成し、標高値を持たせなければならない。 

 
（5） 参考 

等高線、標高点、断層線にて 3次元地形を作成し断面形状を抽出すると以下の例のようになる。 

 
 
 

 
図 2-1 地形形状の抽出 

 

標 高 単 点 に よ

り 頂 点 が 作 成

さ れ る 。  

等 高 線 に よ り

山 地 の 形 状 が

作 成 さ れ る 。  

窪 地 の 3 次 元 ポ リ ラ

イ ン に よ り 凹 が 表 現

さ れ る 。  
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2-1-2 ２次元データ 

2-1-1に示す以外のデータについては 2 次元のデータで取得する。 
 

 
（1） 図形データ 

地形形状の抽出に直接関係しない記号は２次元データとして作成する。なお、２次元データ

とは標高値を“０”に設定されたデータである。 

（2） 文字 
注記は測量作業規程に従い、２次元データとして作成する。この際、文字列として編集する

必要はない。 

 

2-2 座標系 
 座標系の取り扱いについては、「CAD による図面作成要領 土木編」に従う。 

 

2-3 作図単位 
 作図単位は、「CAD による図面作成要領 土木編」に従い、ｍを標準とする。 
 

2-4 レイヤ通則 
レイヤの責任主体、階層構造は「CAD による図面作成要領 土木編」に従うことを原則とし、デ

ジタル地形データ作成の際のレイヤ名称は表 2-1に従う。 
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表 2-1 レイヤ名称 

第 1 層 第 2 層 第 3 層 備考 
S HICN  計曲線。凹地含む。 
  SUB ２次元の対象物と同じ位置（範囲）に存する計曲線。 

出図の対象とならないもの。 
  HIDE BLINE の対象物と同じ位置（範囲）に存する計曲線。 

出図の対象とならないもの。 
 LWCN  主曲線及びその他等高線。凹地含む。 
  SUB ２次元の対象物と同じ位置（範囲）に存する主曲線及びその他等高線。 

出図の対象とならないもの。 
  HIDE BLINE の対象物と同じ位置（範囲）に存する主曲線及びその他等高線。 

出図の対象とならないもの。 
 SRVR  基準点。 
 BLINE 

 
 等高線、基準点を除く３次元データ。 

  SUB 上記と重複する箇所の補助データ。または、２次元記号と同じ位置（範

囲）にあり出図の対象とならないもの。 
 GRID  グリッド及び X,Y 座標値（座標位置を示す。標高値は不要。） 
 EXST  ２次元データ。 
  TXT 注記。 
 RSTR  地形図ラスターデータ。 

 
1. S-HICN-SUB 及び S-LWCN-SUB のレイヤは、出図時に 2 次元記号を表示する箇所

（範囲）において等高線データを保持するレイヤ。（例：崩土、急斜面）出図時に

は等高線は非表示。  
 

2. S-HICN-SUB 及び S-LWCN-SUB のレイヤは、３次元データとして取得した地物を

出図表示する箇所（範囲）において等高線データを保持するレイヤ。（例：道路、

法面）出図時には等高線は非表示。  
 
3. S-BLINE のレイヤは、等高線と基準点を除く３次元データを格納する。必要に応

じてレイヤ分けをする場合は S-BLINE-*と、レイヤ名の先頭には S-BLINE を必ず

付ける。  
 
4. S-BLINE-SUB のレイヤは、橋梁下の法面や道路または法面の直立部分（擁壁等）

の上下端いずれかのデータを保持するレイヤ。もう一方のデータは S-BLINE のレ

イヤに保持する。  
 
5. ２次元の地物情報は、S-EXST のレイヤに格納する。必要に応じレイヤ分けをする

場合は S-EXST-*と、レイヤ名の先頭には S-EXST を必ず付ける。  
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図 2-2 レイヤ名設定の例 

 
 

計曲線 S-HICN 

主曲線その他等高線  
S-LWCN 

地物情報（２次元）  
S-EXST 

基準点  S- SRVR 
注記  S-EXST-TXT 

地物情報（３次元）  
S-BLINE  
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2-5 使用する線色 
2-5-1 線色と線の太さ 
 

測量作業規程に定められる線号に対して使用する色は以下を原則とする。 

線号 線の太さ 色 RGB 値(参考) 
１号 0.05mm 暗灰 128,128,128 

２号 0.10mm 黄緑 
明灰 

128,255,0 
192,192,192 

３号 0.15mm 
茶 
青 
白 

192,128,64 
0,0,255 

255,255,255 

４号 0.20mm 黄 
シアン(水色) 

255,255,0 
0,255,255 

６号 0.30mm 赤 
橙 

255,0,0 
255,128,0 

８号 0.40mm マジェンタ(紫) 255,0,255 
 

また、下記の地図記号については線号に関わらず下表の色を使用する。 

地図記号（取得分類） 色 RGB 値(参考) 
道路（徒歩道を除く） 茶 192,128,64 
道路施設のうち徒歩道 
道路施設のうち道路橋、桟道橋 

橙 255,128,0 

水部 青 0,0,255 
計曲線（凹地を含む。） シアン(水色) 0,255,255 
主曲線及びその他等高線（凹地を含む。） 黄緑 128,255,0 

 
なお、各地図記号に使用する線色と線の太さについては、「2-8 レイヤ一覧」を参照すること。 
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2-5-2 文字の色 
 

文字列、注記について、字大に対して使用する色は以下を標準とする。 

 

字    大 文字の線の太さ 色 RGB 値(参考) 
2.0mm 0.15 mm 白 255,255,255 

2.5～3.0 mm 0.20 mm 黄 255,255,0 
3.5～4.0 mm 0.25 mm 赤 255,0,0 
4.5～5.0 mm 0.35 mm マジェンタ

(紫) 
255,0,255 

三角点、水準点、多角点、現地測定

による標高点、図化機により測定し

た標高点、等高線数値 

0.20 mm 白 255,255,255 
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2-6 製飾 
2-6-1 製飾の作成方法 

製飾に関しては、所定の基準にある諸寸法を１：１で作成する。 

整飾とは、図郭を表示し、地形図の読解に必要な事項などを図郭の周辺に表示して、その内容

および体裁を整えることを言う。 

従来、紙ベースの地形図を結合させて道路線形を作成し、道路幾何条件が決定するとそれらの

結合させた地形図を分離し、再度、整飾がついている地形図へトレースを行ってきていたが、CAD

の内部に地形を取り込む際には整飾は不必要となる。しかしながら、従来の出図体裁を担保する

ため、作図データに製飾を作成することとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                                                             
                 
 
 
 
 

2-6-2 製飾のレイヤ名称 
製飾を記入するレイヤ名称は第 2 層に FRAME（S-FRAM）とし枠線等を記入する。文字につ

いては、S-FRAM-TXT に記入すること。 

例） 
図 名 記入すべき内容 画層名 

地形図 枠線等 S-FRAM 
文字 S-FRAM-TXT 
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2-7 ３次元データ取得の留意点 
2-7-1 等高線 

等高線は出図時の表示有無により、以下のとおりレイヤを振り分けデータ取得する。 
 

①地形図に出力する計曲線及び主曲線その他等高線は、各々S-HICN、S-LWCN に格納す

る。（凹地も同様。） 
②２次元の地物記号（S-EXST に格納されるデータ）と重複する箇所の等高線は各々

S-HICN-SUB、S-LWCN-SUB のレイヤに格納し、出図時には非表示とする。 
③道路、鉄道（一部の道路、鉄道施設を含む）、水部（一部の水部に関する構造物を含む）

及び法面（S-BLINE に格納されるデータ）と重複する箇所の等高線は各々

S-HICN-HIDE、S-LWCN-HIDE のレイヤに格納し、出図時には非表示とする。 
 
データ容量の低減を図るなら、等高線は出来る限り連続したポリラインで作成されることが望

ましい。ただし、出図時の地形図体裁を担保するため、原則として出図時の表示有無及び表示が

優先される地物データの次元によりレイヤ振分けを行うこととした。 

出図時に非表示の等高線に関して、②は地形形状抽出を担保するため、等高線は必ず取得され

ていなければならない。特に地形変化が激しい変形地部分では重要となる。また、等高線の標高

図示は従来線上に記入されているが、この重複する等高線部分も②の処理とする。 

③は３次元地物データが別に取得されるため、その縁線の範囲は等高線データとしては原則不

要となる。しかし、図化時に取得されている場合、これを格納するものとして取り決めを行って

いる。 
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2-7-2 ３次元地物 

地物取得は、原則として「測量作業規程ディジタルマッピング取得分類基準表」、「拡張ディジ

タルマッピング実装規約(案)(国土地理院技術資料)拡張 DM データ取得基準(案)」と同じ取得方法

とするが、デジタル地形データでは標高値を持たせることに注意する。 
その他、取得時の留意点は以下のとおり。 
 

①道路及び歩道 
道路は外側縁線を３次元データとして取得する。歩道が付置する箇所では歩道の外側縁線を

取得し、歩道が切れる場合には道路縁線に接続（座標が一致）させること。 
データは S-BLINE レイヤに格納する。 
 

②鉄道 
中心線（線路の座標）を取得し、データは S-BLINE レイヤに格納する。 
 

③橋梁及び橋梁下のデータ 
道路橋、鉄道橋は外周を取得し、データは S-BLINE-SUB レイヤに格納する。また、橋下の

データは S-BLINE レイヤに格納する。 
S-BLINE レイヤへのデータ格納は地盤面を優先する。 
 

④桟道橋 
桟道橋のデータは S-BLINE レイヤに格納する。橋下のデータは取得しなくともよい。 
 

⑤水部 
河川、用水路、湖池、海岸線及び低位水涯線は界線を取得、細流は中心線を取得し、データ

は S-BLINE レイヤに格納する。 
 

⑥水部に関する構造物の護岸 被覆及び法面（以下、「被覆」） 
上端線及び下端線を取得し、データは S-BLINE レイヤに格納する。上端線と下端線が図上

で重複する場合は、下端線データは S-BLINE-SUB レイヤに格納する。 
 

⑦被覆の取得精度 
取得対象の高低差は極小のものまで含む。 
（植生界、耕地界を３次元の閉じた連続する折れ線で作成するは条件としない。） 
 

⑧道路、水部と被覆の一部が重複する場合 
被覆の上端線あるいは下端線の一方が道路、水部の線と重複する場合は、重複する線を道路、

水部の線として取得する。 
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【データ取得時の留意点】 

 
 

 

例－１） 被覆部分の取得 
 

例－２） 三次元地物（道路）と等高線 

道路その他 3 次元で取得される地物と等高

線が交差するような場合、交差箇所の標高

値の整合を取る。 
なお、標高値の整合作業を行わず、同位置

において複数の標高が存在するような場

合、設計時にデータ（レイヤ）を選択・使

用することになりかねないので整合作業は

不可欠である。 
 

標高点と植生界で図表現されるような田や

宅地などで植生界で段差がある場合には、

段差が極小であっても法面を 3 次元の連続

する折れ線で取得する必要がある。 
これは、通常の地図判読で段差があると判

断される場合で、ＣＡＤによるデータ処理

をおこなっても同様の形状表現を可能とす

るためである。 
また、田、宅地を３次元の閉じた連続する

折れ線で作成することは条件としない。 
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例－３） 被覆の取得 
 

例－４） 被覆の取得その２ 
 

被覆の上端あるいは下端の一方が道路また

は水部の線と重複する場合は、重複する線は

道路、水部の線として取得する。 

擁壁など上端線と下端線が図上で重複する

場合は、両線とも取得し上端線データを

S-BLINE に 、 下 端 線 デ ー タ を

S-BLINE-SUB に格納する。 
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2-8 レイヤ一覧 
 

凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1／500 1／1000 

境 
 
 
 
 

界 
 
 
 
 

等 

境 
 
 
 
 

界 

１１０１ 都府県界 ６ 赤 - S-EXST 

 

１１０２ 北海道の支庁界 ６ 赤 - S-EXST 

 

１１０３ 
郡市・東京都 

の区界 
６ 赤 - S-EXST 

 

１１０４ 
町村・指定都市 

の区界 
６ 赤 - S-EXST 

 

１１０６ 大字・町・丁目界 ４ 黄 - S-EXST 

 

１１０７ 小 字 界 ４ 黄 - S-EXST 

 

所
属
界 

１１１０ 所 属 界 ６ 赤 - S-EXST 

 

交 
 
 
 

通 
 
 
 

施 
 
 
 

設 
道 

 
 
 
 
 
 
 

路 

２１０１ 
真幅道路 

（街区線） 
３ 茶 ○ S-BLINE 

画層名称は原則で

ある。2-4又は2-7を

参照。 

２１０３ 徒 歩 道 ６ 橙 ○ S-BLINE 

 

２１０６ 庭園路等 ３ 茶 ○ S-BLINE 

 

２１０７ トンネル内の道路 ３ 白 - S-EXST 

 

２１０９ 建設中の道路 ３ 白 - S-EXST 

 

道
路
施
設 

２２０３ 道路橋（高架部） 
６ 

３ 

橙 

茶 
○ S-BLINE-SUB 

 

２２０４ 木   橋 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

交 
 
 
 
 

通 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 

道 
 
 
 
 

路 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 

２２０５ 徒   橋 ６ 赤 - S-EXST 
 

２２０６ 桟 道 橋 
６ 

３ 

橙 

茶 
○ S-BLINE 

 

２２１１ 横断歩道橋 ３ 白 - S-EXST 

 

２２１２ 地下横断歩道 ３ 白 - S-EXST 

 

２２１３ 歩   道 ３ 白 - S-EXST 

 

２２１４ 石   段 ３ 白 - S-EXST 

 

２２１５ 
地下街・地下鉄等 

     出入口 
３ 白 - S-EXST 

 

２２１９ 道路のトンネル ３ 白 - S-EXST 

 

２２２１ バ ス 停 ３ 白 - S-EXST 

 

２２２２ 安産地帯 ３ 白 - S-EXST 
 

２２２６ 分 離 帯 ３ 白 - S-EXST 
 

２２２７ 駒   止 ６ 赤 - S-EXST 
 

２２２８ 道路の雪覆い等 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

交 
 
 
 
 

通 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 

道 
 
 
 
 

路 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 

２２３１ 側溝 Ｕ字溝無蓋 ３ 白 - S-EXST  

２２３２ 側溝 Ｕ字溝有蓋 ３ 白 - S-EXST  

２２３３ 側溝 Ｌ字溝 ３ 白 - S-EXST  

２２３４ 側溝地下部 ３ 白 - S-EXST  

２２３５ 雨 水 枡 ３ 白 - S-EXST  

２２３６ 並 木 枡 ３ 白 - S-EXST  

２２３８ 並   木 ３ 白 - S-EXST  

２２３９ 植   樹 ３ 白 - S-EXST  

２２４１ 道路情報板 ３ 白 - S-EXST  

２２４２ 道路標識 案内 ３ 白 - S-EXST  

２２４３ 道路標識 警戒 ３ 白 - S-EXST  

２２４４ 道路標識 規制 ３ 白 - S-EXST  

２２４６ 信号灯 ３ 白 - S-EXST  

２２４７ 
信号灯（専用ポール

のないもの） 
３ 白 - S-EXST  

２２５１ 交通量観測所 ３ 白 - S-EXST  

２２５２ スノーポール ３ 白 - S-EXST  
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

交 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設 

道 
 
 

路 
 
 

施 
 
 

設 

２２５３ カーブミラー ３ 白 - S-EXST  

２２５５ 距離標 （ｋｍ） ３ 白 - S-EXST  

２２５６ 距離標 （ｍ） ３ 白 - S-EXST  

２２６１ 電話ボックス ３ 白 - S-EXST  

２２６２ 郵便ポスト ３ 白 - S-EXST  

２２６３ 火災報知器 ３ 白 - S-EXST  

鉄 
 
 
 
 

道 

２３０１ 普通鉄道 ８ 紫 ○ S-BLINE  

２３０２ 地下鉄地上部 ８ 紫 ○ S-BLINE  

２３０３ 路面電車 ８ 紫 ○ S-BLINE  

２３０４ モノレール ８ 紫 ○ S-BLINE  

２３０５ 特殊鉄道 ６ 赤 ○ S-BLINE  

２３０６ 索   道 ３ 白 - S-EXST  

２３０９ 建設中の鉄道 ３ 白 - S-EXST  
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

交 
 
 
 
 

通 
 
 
 
 

施 
 
 
 
 

設 

鉄 
 
 
 
 

道 

２３１１ 
トンネル内の鉄道 

 普通鉄道 
６ 赤 - S-EXST  

２３１２ 地下鉄地下部 ６ 赤 - S-EXST  

２３１３ 
トンネル内の鉄道 

 路面電車 
８ 紫 - S-EXST  

２３１４ 
トンネル内の鉄道 

 モノレール 
８ 紫 - S-EXST  

２３１５ 
トンネル内の鉄道 

 特殊鉄道 
６ 赤 - S-EXST  

鉄 
 

道 
 

施 
 

設 

２４０１ 鉄道橋（高架部） 
６

３ 

赤 

白 
○ S-BLINE-SUB  

２４１１ 跨 線 橋 ３ 白 - S-EXST  

２４１２ 地下通路 ３ 白 - S-EXST  

２４１９ 鉄道のトンネル ３ 白 - S-EXST  

２４２１ 停 留 所 ３ 白 - S-EXST  

２４２４ プラットホーム ３ 白 - S-EXST  
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

交 

通 

施 

設 

鉄 

道 

施 

設 

２４２５ 
プラットホーム上

屋 
３ 白 - S-EXST  

２４２６ モノレール橋脚 ３ 白 - S-EXST  

２４２８ 鉄道の雪覆い等 ３ 白 - S-EXST  

建 
 
 
 

物 
 
 
 

等 

建 
 

物 

３００１ 普通建物 ３ 白 - S-EXST  

３００２ 堅ろう建物 ６ 赤 - S-EXST  

３００３ 普通無壁舎 ３ 白 - S-EXST  

３００４ 堅ろう無壁舎 ６ 赤 - S-EXST  

建
物
に
付
属
す
る
構
造
物 

３４０１   門 ３ 白 - S-EXST  

３４０２ 屋   門 ３ 白 - S-EXST  

３４０３ た た き ３ 白 - S-EXST  

３４０４ プ ー ル ３ 白 - S-EXST  
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

建 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 

等 

建 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 

号 

３５０３ 官 公 署 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５０４ 裁 判 所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５０５ 検 察 庁 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５０７ 税 務 署 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５０８ 税   関 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５０９ 郵 便 局 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１０ 営 林 署 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１１ 測 候 所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１２ 工事事務所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１３ 出 張 所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１４ 警 察 署 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１５ 交   番 ４ 黄 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

建 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

建 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 
 

号 

３５１６ 消 防 署 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１７ 職業安定所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１８ 土木事務所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５１９ 
役場支所及び出張

所 
４ 黄 - S-EXST 

 

３５２１ 神   社 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２２ 寺   院 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２３ キリスト教会 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２４ 学   校 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２５ 幼稚園･保育園 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２６ 公会堂･公民館 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２７ 博 物 館 ４ 黄 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

建 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 
 

号 

３５２８ 図 書 館 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５２９ 美 術 館 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５３１ 保 健 所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５３２ 病   院 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５３４ 銀   行 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５３６ 協同組合 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５３９ デパート ４ 黄 - S-EXST 

 

３５４５ 倉   庫 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５４６ 火 薬 庫 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５４８ 工   場 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５４９ 発 電 所 ４ 黄 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

建 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 

等 

建 
 
 

物 
 
 

記 
 
 

号 

３５５０ 変 電 所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５５２ 浄 水 場 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５５３ 揚水機場 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５５６ 揚・排水機場 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５５７ 排水機場 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５５９ 公衆便所 ４ 黄 - S-EXST 

 

３５６０ ガソリンスタンド ４ 黄 - S-EXST 

 

小 
 
 
 

物 
 
 
 
 

体 
公 

 
 

共 
 
 

施 
 
 

設 

４１０１ 
マンホール（未分

類） 

 

３ 白 - S-EXST 

 

４１１１ 
マンホール（共同

溝） 
３ 白 - S-EXST 

 

４１１９ 有 線 柱 ３ 白 - S-EXST 

 

４１２１ マンホール（ガス） ３ 白 - S-EXST 

 

４１３１ マンホール（電話） ３ 白 - S-EXST 

 

４１３２ 電 話 柱 ３ 白 - S-EXST 

 

４１４１ マンホール（電気） ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

小 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 

体 

公 

共 

施 

設 

４１４２ 電 力 柱 ３ 白 - S-EXST 

 

４１５１ マンホール（下水） ３ 白 - S-EXST 

 

４１６１ マンホール（水道） ３ 白 - S-EXST 

 

そ 
 

の 
 

他 
 

の 
 

小 
 

物 
 

体 

４２０１ 墓   碑 ３ 白 - S-EXST 

 

４２０２ 記 念 碑 ３ 白 - S-EXST 

 

４２０３ 立   像 ３ 白 - S-EXST 

 

４２０４ 路 傍 祠 ３ 白 - S-EXST 

 

４２０５ 灯 ろ う ３ 白 - S-EXST 
 

４２０６ 狛   犬 ３ 白 - S-EXST 
 

４２０７ 鳥   居 ３ 白 - S-EXST 

 

４２１１ 官民境界杭 ３ 白 - S-EXST 

 

４２１５ 消 火 栓 ３ 白 - S-EXST 

 

４２１６ 消火栓 立型 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

小 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体 

そ 
 
 

の 
 
 

他 
 
 

の 
 
 

小 
 
 

物 
 
 

体 

４２１７ 地下換気孔 ３ 白 - S-EXST 

 

４２１９ 抗   口 ３ 白 - S-EXST 

 

４２２１ 独立樹（広葉樹） ３ 白 - S-EXST 

 

４２２２ 独立樹（針葉樹） ３ 白 - S-EXST 

 

４２２３ 噴   水 ３ 白 - S-EXST 

 

４２２４ 井   戸 ３ 白 - S-EXST 

 

４２２５ 油井・ガス井 ３ 白 - S-EXST 

 

４２２６ 貯 水 槽 ３ 白 - S-EXST 

 

４２２７ 肥 料 槽 ３ 白 - S-EXST 
 

４２２８ 起 重 機 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３１ タ ン ク ３ 白 - S-EXST 

 

４２３２ 給 水 塔 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３３ 火 の 見 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

小 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体 

そ 
 
 

の 
 
 

他 
 
 

の 
 
 

小 
 
 

物 
 
 

体 

４２３４ 煙   突 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３５ 高   塔 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３６ 電 波 塔 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３７ 照 明 灯 ３ 白 - S-EXST 

 

４２３８ 防 犯 灯 ３ 白 - S-EXST 
 

４２４１ 灯   台 ３ 白 - S-EXST 

 

４２４２ 航空灯台 ３ 白 - S-EXST 

 

４２４３ 灯   標 ３ 白 - S-EXST 

 

４２４５ ヘリポート ３ 白 - S-EXST 

 

４２５１ 水位観測所 ３ 白 - S-EXST 

 

４２５２ 流量観測所 ３ 白 - S-EXST 

 

４２５３ 雨量観測所 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

小 
 
 
 
 

物 
 
 
 
 

体 

そ 

の 

他 

の 

小 

物 

体 

４２５４ 水質観測所 ３ 白 - S-EXST 

 

４２５５ 波浪観測所 ３ 白 - S-EXST 

 

４２５６ 風向・風速観測所 ３ 白 - S-EXST 

 

４２６１ 輸送管（地上） ３ 白 - S-EXST 
 

４２６２ 輸送管（空間） ３ 白 - S-EXST 
 

４２６５ 送 電 線 ３ 白 - S-EXST 

 

水 
 
 
 

部 
 
 
 

等 

水 
 
 
 
 
 
 
 
 

部 

５１０１ 河   川 ３ 青 ○ S-BLINE 

 

５１０２ 細   流 ３ 青 ○ S-BLINE 

 

５１０３ か れ 川 ３ 青 - S-EXST 

 

５１０４ 用 水 路 ３ 青 ○ S-BLINE 

 

５１０５ 湖   池 ３ 青 ○ S-BLINE 

 

５１０６ 海 岸 線 ３ 青 ○ S-BLINE 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

水 
 

部 

５１０７ 水路 地下部 ３ 青 - S-EXST 

 

５１１１ 
低位水がい線（干潟

線） 
３ 青 ○ S-BLINE 

 

 

水 
 
 

部 
 
 

に 
 
 

関 
 
 

す 
 
 

る 
 
 

構 
 
 

造 
 
 

物 

５２０２ 
桟 橋（鉄、コンク

リート） 

 

４ 黄 - S-EXST 

 

５２０３ 桟 橋（木） ４ 黄 - S-EXST 
 

５２０４ 桟 橋（浮き） ４ 黄 - S-EXST 
 

５２１１ 防 波 堤 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２１２ 護岸 被覆 ４ 黄 ○ S-BLINE 

画層名称は原則で

ある。2-4又は2-7を

参照。 

５２１３ 
護岸 杭（消波ブロ

ック） 
４ 黄 - S-EXST 

 

５２１４ 護岸 捨石 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２１９ 坑口 トンネル ３ 黄 - S-EXST 

 

５２２１ 渡船発着所 ３ 黄 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

水 
 

部 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

構 
 

造 
 

物 

５２２２ 船 揚 場 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２２６   滝 ４ 黄 - S-EXST 
 

５２２７ せ   き ４ 黄 - S-EXST 

 

５２２８ 水   門 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２３１ 不透過水制 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２３２ 透過水制 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２３３ 水制水面下 ３ 黄 - S-EXST 
 

５２３５ 根   固 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２３６ 床固 陸部 ４ 黄 - S-EXST 

 

５２３７ 床固 水面下 ３ 白 - S-EXST 

 

５２３８ 蛇   籠 ４ 黄 - S-EXST 
 

５２３９ 敷石斜坂 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

 

水 
 
 
 

部 
 
 
 

等 

水

部

に

関

す

る

構

造

物 

５２４１ 流水方向 ６ 赤 - S-EXST 

 

５２５５ 距 離 標 ３ 白 - S-EXST 

 

５２５６ 量 水 標 ３ 白 - S-EXST 

 

土 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 

利 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 

等 

法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面 

６１０１ 人工斜面 ３ 白 ○ S-BLINE 

 

６１０２ 土   堤 ３ 白 ○ S-BLINE 

 

６１１１ コンクリート被覆 ３ 白 ○ S-BLINE 

画層名称は原則で

ある。2-4又は2-7を

参照。 

６１１２ ブロック被覆 ３ 白 ○ S-BLINE 

画層名称は原則で

ある。2-4又は2-7を

参照。 

６１１３ 石積被覆 ３ 白 ○ S-BLINE 

画層名称は原則で

ある。2-4又は2-7を

参照。 

６１２１ 法面保護（網） ３ 白 ○ S-BLINE 

 

６１２２ 
法面保護 

（モルタル） 
３ 白 ○ S-BLINE 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

土 
 
 
 

地 
 
 
 

利 
 
 
 

用 
 
 
 

等 

法
面 

６１２３ 
法面保護（コンクリ

ート桝） 
３ 白 ○ S-BLINE 

 

構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

囲 

６１３０ さく（未分類） ３ 白 - S-EXST 

 

６１３１ 落下防止さく ３ 白 - S-EXST 

 

６１３２ 防 護 さ く ３ 白 - S-EXST 

 

６１３３ 遮 光 さ く ３ 白 - S-EXST 

 

６１３４ 鉄  さ  く ３ 白 - S-EXST 
 

６１３６ 生     垣 ３ 白 - S-EXST 

 

６１３７ 土     囲 ３ 白 - S-EXST 
 

６１４０ へい（未分類） ４ 黄 - S-EXST 
 

６１４１ 堅ろうへい ６ 赤 - S-EXST 

 

６１４２ 簡易へい ３ 白 - S-EXST 

 

諸 

地 

６２０１ 区  域  界 ３ 白 - S-EXST 

 

６２１１ 空     地 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

土 
 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 
 

利 
 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 
 

等 

諸 
 
 
 
 
 
 
 

地 

６２１２ 駐 車 場 ３ 白 - S-EXST 

 

６２１３ 花   壇 ３ 白 - S-EXST 

 

６２１４ 園   庭 ３ 白 - S-EXST 

 

６２１５ 墓   地 ３ 白 - S-EXST 

 

６２１６ 材料置場 ３ 白 - S-EXST 

 

場 
 
 
 
 
 
 
 

地 

６２２１ 噴火口・噴気口 ３ 白 - S-EXST 

 

６２２２ 温泉・鉱泉 ３ 白 - S-EXST 
 

６２２３ 陵   墓 ３ 白 - S-EXST 

 

６２２４ 古   墳 ３ 白 - S-EXST 

 

６２２５ 城・城跡 ３ 白 - S-EXST 

 

６２２６ 
史跡・名勝・天然記

念物 
３ 白 - S-EXST 

 

６２３１ 採 石 場 ３ 白 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

土 
 
 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 
 
 

利 
 
 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 
 
 

等 

場 
 

地 

６２３２ 土 取 場 

 

３ 白 - S-EXST 

 

６２３３ 採 鉱 地 ３ 白 - S-EXST 

 

 
 
 
 

植 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 

６３０１ 植 生 界 

 

３ 白 - S-EXST 

 

６３０２ 耕 地 界 ３ 白 - S-EXST 

 

６３１１   田 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３１２ は す 田 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３１３   畑 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３１４ さとうきび畑 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３１５ パイナップル畑 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３１６ わさび畑 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３１７ 桑   畑 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３１８ 茶   畑 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３１９ 果 樹 園 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３２１ その他の樹木畑 ２ 明灰 - S-EXST 

 

６３２２ 牧 草 地 ２ 明灰 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

土 
 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 
 

利 
 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 
 

等 

植 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 

６３２３ 芝   地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３１ 広葉樹林 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３２ 針葉樹林 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３３ 竹   林 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３４ 荒   地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３５ はい松地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３６ しの地（笹地） ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３７ やし科樹林 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３３８ 湿   地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３４０ 砂れき地（未分類） ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３４１ 砂   地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３４２ れ き 地 ２ 明灰 - S-EXST 
 

６３４５ 干   潟 ２ 明灰 - S-EXST 
 

地 
 

形 
 

等 

等 
 

高 
 

線 

７１０１ 等高線（計曲線） ４ 水色 ○ S-HICN 
 

７１０２ 等高線（主曲線） ２ 黄緑 ○ S-LWCN 
 

７１０３ 等高線（補助曲線） ２ 黄緑 ○ S-LWCN 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 
 
 

等 
 
 
 
 

高 
 
 
 
 
 

線 

７１０４ 
等高線(特殊補助曲

線） 
２ 黄緑 ○ S-LWCN 

 

７１０５ 凹地（計曲線） ４ 水色 ○ S-HICN 

 

７１０６ 凹地（主曲線） ２ 黄緑 ○ S-LWCN 

 

７１０７ 凹地（補助曲線） ２ 黄緑 ○ S-LWCN 

 

７１０８ 
凹地（特殊補助曲

線） 
２ 黄緑 ○ S-LWCN 

 

変 
 
 
 

形 
 
 
 

地 

７２０１ 土 が け（崩土） ２ 明灰 - S-EXST 

 

７２０２ 雨   裂 ２ 明灰 - S-EXST 

 

７２０３ 急 斜 面 ２ 明灰 - S-EXST 

 

７２０６ 洞   口 ２ 明灰 - S-EXST 

 

７２１１ 岩 が け ２ 明灰 - S-EXST 

 

７２１２ 露   岩 ２ 明灰 - S-EXST 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 

形 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 
 

変 

形 

地 

７２１３ 散   岩 

 

２ 明灰 - S-EXST 

 

７２１４ さんご礁 ２ 明灰 - S-EXST 

 

基 
 
 
 
 
 
 

準 
 
 
 
 
 
 

点 

７３０１ 三 角 点 

 

４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３０２ 水 準 点 ４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３０３ 多角点等 ４ 黄 ○ S-SRVR 
 

７３０４ 
公共基準点 

（三角点） 
４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３０５ 
公共基準点 

（水準点） 
４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３０６ 
公共基準点 

（多角点等） 
４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３０７ その他の基準点 ２ 明灰 ○ S-SRVR 

 

７３１１ 
標石を有しない 

    標高点 
４ 黄 ○ S-SRVR 

 

７３１２ 
図化機測定 

  による標高点 
４ 黄 ○ S-SRVR 
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凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 
大

分

類 

分 

 

類 

分類 

コード 
名     称 

記     号 線

号 

線

色 

次

元 

レイヤ 

名称 
備考 

1/500 1/1000 

地 
 

形 
 

等 

数
値
地
形
モ
デ
ル 

７５０１ グリッドデータ ３ 

    

７５１１ ランダムポイント ３ 

    

７５２１ ブレークライン ３ 

    

 

８１９９ 指 示 点 

 

４ 
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3 デジタル地形データ作成の手順 
3-1 デジタルマッピングにおけるデジタル地形データ作成 

デジタルマッピング1におけるデジタル地形データの作成は、「公共測量作業規程」第４編「数値

地形測量」第３章「デジタルマッピング」、及び「拡張ディジタルマッピング実装規約(案)(国土地

理院技術資料)」に従って実施することとする。 

 

（1） データ作成の流れ 
デジタルマッピングでは、一般的に図 3-1に示すように解析図化機から地形図および DM（デ

ジタルマッピング）データファイルを作成する。この作業手順において、デジタル地形データ

を取得する場合には、途中過程で生成される CAD データを利用するのがもっとも合理的である。 

 

図 3-1 デジタルマッピングにおけるデータ作成の流れ 

 

                                                   
1 デジタルマッピングとは、空中写真測量等により、地形、地物等にかかわる地図情報をデジタル形式

で測定し、電子計算機技術により、体系的に整理された数値地形図を新たに構築する作業をいい、地形

図等の原図の作成を含むものとする。 

こ
の
段
階
で
作
成
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
設
計
で
使
用
す
るC

AD

の
フ
ァ
イ
ル

形
式
と
し
て
保
管
し
て
納
品 

汎用CADで編集すればCAD
データの提出は可能

空中三角測量

解析図化機

数値図化
地物取得

汎用CADにより
編集

CADファイル作成

ダイレクトに汎用CADへ

DMデータ
ファイル

原図作成

原図納品

DMデータ納品

３次元の
等高線と地物情報
のCADデータ
フォーマット
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（2） 図形エンティティについて 
数値図化により取得した図形エンティティは次元の編集その他を行い、CAD データのファイ

ルとする。その際、次元の定義については2-1地形データの次元の考え方を参照のこと。 

 

（3） レイヤ 
レイヤ名称は「測量作業規程」に記載されている地物情報の取得分類コードをそのままレイヤ

名称に割当てる場合があるが、レイヤ名称は2-8レイヤ一覧で定義されているレイヤ名称に置き

換えるととする。 
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3-2 既成図数値化におけるデジタル地形データ作成 
既成図数値化2におけるデジタル地形データの作成は、「測量作業規程」第４編「数値地形測量」

第４章「既成図数値化」に従って実施することとする。 

 

（1） データ作成の流れ 
既成図数値化では、一般的に図 3-2に示すようにディジタイザ計測又はスキャナ計測により、

ベクターデータ及びラスターデータを作成する。しかし、デジタル地形データ作成では費用対

効果の観点から、当面、スキャナ計測によりラスターデータ作成のみを実施する。 

図 3-2 既成図数値化におけるデータ作成の流れ 

                                                   
2 既成図数値化とは、既に作成された地形図等（以下「既成図」という）の数値化を行い、数値地形図

作成する作業をいう。 

計測用基図作成

計 測

数値編集

編集装置（ＣＡＤ）を用いてデータの修正、属性の付与、ノイズ除去
を行う。

ＤＭデータファイルの作成

編集済データ

ディジタイザ計測 スキャナ計測

・ラスタデータ
・（ラスタ・ベクタ変換）

ベクタデータ

《本要領に基づく成果品》

ベクターデータ作成については
実施しない。
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3-3 細部測量におけるデジタル地形データ作成 
細部測量におけるデジタル地形データの作成は、「測量作業規程」第４編「数値地形測量」第２

章「TS 地形測量」に準拠することとする。 

 

3-3-1 TS 地形測量におけるデジタル地形データ 

（1） デジタル地形データ作成のながれ 
 

 

図 3-3 ＴＳ測量によるデータ作成の流れ 

 
 
 
 
 
 

基準点測量

①既設基準点調査
②基準点設置

細部測量

①数値データ取得
ＴＳ点設置、地形・地物測定

②資料収集
境界、注記等

数値編集

編集装置を用いてデータの追加、削
除、修正等を行う。

ＤＭデータファイルの作成地形図原図作成

編集済データ

データ形式の変換

《成果品》

《成果品として追加》
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（2） 次元及び画層 
  細部測量作業では、2-1地形データの次元の考え方に定義される項目を３次元ベクターデータ

として取得する。また、レイヤは2-8レイヤ一覧に準じ分類し、名称は第 2 層にアンダースコア

を接尾語として“_S”を付加する。その他、追加測定する地物については、表 3-1による。 
 
細部測量による地物の測定は、「大縮尺地形図図式」の他、「測量作業要領 ２－２－３」に定

められる地物について測定するが、その際、次元及びレイヤは下記の考え方による。また、こ

れに該当しない地物は監督員の指示による。 

 

表 3-1 細部測量におけるレイヤ（追加測定分） 

 
凡例  線色：2-5-1参照 
      次元：－ … ２次元データ  
            ○ … ３次元データ 

 

名称 線

色 
次

元 レイヤ名称 備考 

鉄道、軌道 レール面高  ○ S-BLINE_S レールを 3 次元の折れ線で

取得。 
 その他  － S- EXST_S  
道路 路面高  ○ S-BLINE_S 中心舗装端、路肩を 3 次元の

折れ線で取得。 
 その他  － S- EXST_S 

 
 

河川 堤防高  ○ S-BLINE_S のり肩、のり尻、護岸天端、

下端を 3 次元の折れ線で取

得。 
 既設橋梁の路面高  ○ S-BLINE_S 3 次元の折れ線で取得。 
 その他  － S- EXST_S  
用排水路 水路敷高及び側壁天端高  ○ S-BLINE_S 3 次元の折れ線で取得。 

標高点表示は S-SRVR_S に格納。 
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3-4 数値地形図修正 
デジタル地形データを修正する場合には、「測量作業規程」第４編「数値地形測量」第５章「数

値地形図修正」に従うこととする。ただし、既存のデジタル地形データがない場合には、この限り

でない。 

 

3-4-1 細部測量に基づいたデジタル地形データの修正 

  細部測量によるデジタル地形データを用いて航測図化のデジタル地形データを編集する場合

は、座標系を整合させ同一のファイルに保存する。その際、細部測量部分の次元及びレイヤ等の

データ仕様は3-3-1に従う。 
 

（1） CAD データ 
デジタルマッピング、既成図数値化等で作成したデジタル地形データ（ベクトルデータに限

定する）を細部測量の結果に基づいて編集する場合には、以下の手順を参考とする。 

1. 細部測量で図化した地形データと 1/1000 地形図のデジタル地形データの座標

系を一致させ、挿入する。  
2. 細部測量地形のレイヤ名称は第 2 層にアンダースコアを接尾語として“_S”を

付加し、航測図のデータとはレイヤを区分する。  
3. 編集を実施した部分のレイヤ名称は3-3-1TS 地形測量におけるデジタル地形デ

ータに従うものとする。  
 

（2） ラスターデータ 
デジタルマッピング、既成図数値化等で作成したデジタル地形データ（ラスターデータに限

定する）を細部測量の結果に基づいて修正する場合には、ラスターデータを取り扱うことがで

きる CAD を使用してよい。 
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図 3-4 編集イメージ 

 
 

細部測量を実行した部分 

1/1000 地形図 



 47

3-5 路線測量におけるデジタル地形データ 
路線測量は、「測量作業規程」第５編「数値地形測量」第２章「路線測量」に準拠することとす

る。この章では路線測量においてデジタル地形データを作成する手法について述べる。 

 

3-5-1 データ形式 

  路線測量による中心線、縦断地形、横断地形の成果はテキスト形式データで納品する。 

路線測量の成果は、ＣＡＤに取込み線形、現況縦断図、現況横断図が表現できる様、中心線、

縦断地形、横断地形をテキストデータとしている。 

 

（1） 基本形式 
各データの区切りには、半角カンマを用い、使用する文字・数値は英数半角とする。 

座標値の有効桁数は小数点以下４桁以上とする。 

1） IP データ（ip.txt） 
IP 番号 X 座標 Y 座標 

（例） 
BP, -131057.000000,-35740.000000, 
IP1,-131565.000000,-35745.000000, 
 
線形別にファイルを作成する。 

  
2） 線形要素の記入（alignprop.txt） 

開始測点番号 距離 種別（T,R,A） 要素の値 要素長 開始点 X 座標 開始点 Y 座標 
（例）0,00.00, R,1000,100.000, -132020.1201,  -35923.2301, 

＊ 種別 T：接線、R=円弧、A=クロソイド   
＊ 要素の値  左：－  右：＋ 

  線形別にファイルを作成する。 
 

3） 各測点の座標データ（pitch.txt） 
測点番号 距離 累加距離 X 座標 Y 座標 

（例） 
0,00.00,00.000,41.1820,81.3247 

 0,20.00,20.000,52.0148,98.1369 
線形別にファイルを作成する。 
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4） 縦断地形（prof.txt） 
縦断線形の各ステーションでの高さと各縦断線形要素 

測点番号 距離 累加距離 地盤高 
（例） 
12,0.00,1200.000,21.1820 
22,20.00,2220.000,32.0148 
 
線形別にファイルを作成する。 

 
5） 横断地形（sect.txt） 

 

測点番号 距離 累加距離 道路中心からの距離（＋右、－左） 地盤高 
 （例） 
45,25.00,4525.000 ,-30.1,21.32 
45,25.00, 4525.000,-5.6,22.32 
45,25.00, 4525.000 ,-1.5,21.55 
45,25.00, 4525.000 , 0.0,23.25 
45,25.00, 4525.000 , +3.0,18.62 
45,25.00, 4525.000 ,+15.6,17.89 
45,25.00, 4525.000 ,+32.4,15.69 
 

線形別にファイルを作成する。 
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4 参考資料 既成図数値化 
 
既成図数値化に関しては、当面、ラスターデータ作成のみを実施することとしたが、設計に使用

するＣＡＤデータの作成方法として、以下を補足する。 

 
図 4-1に示すに地球のある部分を平面に投影し、図式化され現在使用されている地形図となって

いるが、これらの地形図は全て 2 次元のデータである。ラスターからベクターに変換されて CAD

の中に取り込まれるが 2 次元データとして線画が作成されているので、設計では背景としての利用

が限度である。 

そこで既成図数値化では、地形、地表面の形状を表すものについては３次元のベクターデータで

取得するものとする。但し、1/1000 地形図においては、それらの情報を CAD データに持たそうと

しても情報が不十分な場合があるので、出来る限りと言う表現にする。 

 
 

 
 

 
図 4-1 地形図作成の考え方 

 

山地（等高線） 

護岸部分 

田畑 

既存道路法面 

図式化され地形図となる 
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（1） データ作成の流れ 

図 4-2 既成図数値化におけるデータ作成の流れ 

 
（2） ３次元データの作成 

  既成図数値化作業では、既成図のラスターデータを作成するとともに、2-1地形データの次元

の考え方に定義される項目を３次元ベクターデータとして作成する。 

1） ベクターデータとラスターデータ 
既存地形図をスキャナーで取り込み、ベクターデータ化する方法として以下の 2 通りの方

法がある。 

1. 一括ベクター変換後、等高線、田畑、断層線、文字、記号等を編集する。 
2. ラスターデータを背景にして、トレースを行う。  

 
上記の 1.及び 2.の方法には長所短所を兼ね備えている。1.の場合を見ると、ベクター化が

自動で実行されることにより、素早く CAD 内部にベクターの地形データを取り込むことが

可能となるが、ベクター変換時に識別困難な文字、記号を全て CAD 機能を使用して編集す

ることになる。2.の場合は、CAD の機能を使用してトレースを行うので時間はかかるが、

CAD データが作成されることとなる。 

スキャナー
での取り込み

座標による
ラスターデータの編集

ラスターベクター
変換

標高地の入力
既存道路、宅盤、田んぼ

等の3次元化

ラバーシーティング

家屋の形状は２次元の
まま

画層の振り分け

ベクター
データ

ラスター
データ

ラスターとベクターの
OverLayしたCADファイル
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2） 既存道路、河川の 3 次元化について 
既成図に記載されている地物情報の中で、既存道路（鉄道含む）、既存河川の 3 次元化の

基本的な方法を述べる。 

 
 

図 4-3 ３次元データの作成 

 
（a） 既存道路（例-1） 

点線の四角で囲まれた部分は道路交差部に 14.2 の標高値しかないので、この交差部の標

高値を 14.2 とみなし、道路の交差形状を 3 次元のポリラインで作図する。 

（b） 既存道路（例-2） 
例-2は点線の四角の部分には道路中心付近に 14.6の標高単点が連続して記入されている。

道路の両側の線は 14.6 の 3 次元のポリラインで作成する。 

（c） 既存河川（例-3） 
例-3 は既存河川の中に標高値が 9.1、8.9、8.9 が記入されている。河川の中にある両側の

線（両矢印）はそれぞれ、3 次元のポリラインの頂点の高さが 9.1、8.9、8.9 が入るように

作図する。 

（d） 既存河川（護岸部） 
既存河川の護岸部においては、既存道路と同様に天端の部分の標高値を両側の線に持たせ

3 次元のポリラインにて作成する。 

例-1 

例-2 

例-3 
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（3） 既成図数値化におけるデジタル地形データの形式 
既成図数値化においてベクターデータを作成した場合の成果品は以下の様に 3 次元のベクタ

ーデータ化したCADファイルと既成図を全て読み込んだラスターデータをOverlayした形式と

する。 

 

図 4-4 成果品のデータ形式 

 
*座標系は WCS とする。 

既成図を全部読み込
んだラスターデータ

CADデータ化した図
形（等高線、基準

点、道路、鉄道、水
部等）

1つのラスターファイル
として保管

CADデータファイル

Display-
Orderは上下どちらで
も可とする。

既成図を全部読み込
んだラスターデータ

CADデータ化した図
形（等高線、基準

点、道路、鉄道、水
部等）

Y

X

任意のX,Y座標にて地形図をあわせる。

任意のX,Y座標にて地形図をあわせる。

SXF

Tiff

Overlay


